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レギュラーカテゴリー高校生部門 
 

ソーティングロボット 
 
 
色や形が異なる対象物を認識し、仕分け作業を行う機能を競い合うロボット知

能。君らのロボットはどこまで正確に物体を仕分けることが可能だろうか？ 
 
 

 

 

 

 

★競技概要 
「ベースエリア」からスタートしたロボットは、３色のブロックで出来上がっ

た大小の直方体８個を見分け、指定された仕分けエリアに仕分ける正確さと速

さを競う。 
WRO JAPAN2011 国内決勝大会では、仕分けるブロックは図１のような大小

２種類のレゴブロックでできた４個の直方体（全体で８個）とする。また、ブ

ロック直方体の色は、大小ともに青色２個、赤色１個、緑色１個とする。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 大小赤色直方体ブロック（各写真の左側 大ブロック、右側が小ブロック） 
 
 
★競技フィールド 
1200×2400mm の白色コートを用いる。図２のロボットがスタートするベース

エリアやブロックエリア、ソーティングエリアはそれぞれ黒ライン（幅 20±
2mm カッティングシート）や壁で区切られている。 
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図２ 競技コート 

 
◆ブロックエリア：  ベースエリアの反対側には仕分けするブロックが置か

れるブロックエリアがある。WRO JAPAN2011 国内決勝大会では、図２に示

すように大小のブロック置場はあらかじめ指定する。 
仕分けブロックはブロックエリア内の黒ライン上に 50mm×50mm の正方

形シールが間隔 25mm で示してある。仕分けるブロックはこの正方形シール

内の中央に置かれる。 
大小直方体ブロックの色の並びは、各競技開始直前に競技者がくじを引き

仕分けブロックの色並び順番を決定する。 
 
◆ソーティングエリア： 競技フィールドには板材でコの字に区分した仕分け

エリア（A～H 内寸 250×460 仕切り壁厚 20 高さ 100mm）がある。仕分

けエリアの大きさは図２を参照すること。各仕分けエリアの仕分け情報 色

および大小のブロックの大きさは（たとえば青色大ブロックなど）、WRO 
JAPAN2011 国内決勝大会当日の競技ルール説明会時に発表する。 
 

★競技時間 120 秒 
審判のスタート合図とともにミッションタイムの計測を開始する。8個すべ

てのブロック直方体が仕分けエリアに完全に収まり、ロボット本体がブロッ

クエリア内で壁に触れることなく3秒以上静止した時点でミッションタイム



の計測を終了する。 
 

★競技回数 2 回 
 
★得点（スコア） 
各競技の得点は以下のように決定する。 

１）指定された仕分け情報と運んだブロック直方体が一致していた数 m 
２）指定された仕分け情報と運んだブロック直方体が異なっていた数 n 
   
    （スコア）＝ (m-n) × 10 
 

注意：運搬した直方体ブロックが各ソーティングエリアに完全に入っていること

で得点が成立する。ブロックの一部がオンラインの場合は得点を認めない。 
 


